
No.17 多発している水 - おぼれの死亡災害事例（2021年）
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規

模

12

8

～

10

蛸漁のため、沖において、漁船（５トン未満）上で船主と一緒に操

業していたとき、何らかの原因により当該漁船から落水し死亡した

もの。なお、被災者は、被災当時ライフジャケットを着用してい

た。

70201 713 10
1～

9

12

10

～

12

被災者は同僚と刈払機を使用し、ため池周辺の除草作業を行ってい

た。１０時の休憩後、被災者らは、ため池の北側の用水路付近の除

草を行った。１２時に被災者が休憩場所に来ないため、同僚が事業

主に連絡を入れ、２名で周辺を捜索したが見つからなかった。その

後、消防隊等が捜索したところ、１５時頃にため池に沈んでいる被

災者を発見し、病院で死亡が確認された。

60209 713 10
1～

9

11

16

～

18

水面から約５メートルの橋脚横に設置中のつり足場上で労働者３名

１組となり、計６名が足場を組み立てていた。組み立て中の手すり

に労働者２名が墜落静止用器具を取り付けて足場の組み立てを行っ

ていたところ、手すりとともに２名が墜落し、うち１名が死亡した

もの。

30105 713 10

30

～

49

11

22

～

24

河川付替工事の交通誘導に従事していた被災者が、休憩時間を過ぎ

ても作業場所へ戻ってこないため、現場周辺を捜索したところ、約

５０メートル先の川に浮いている状態で発見された。

170201 713 10

50

～

99

10

16

～

ダムの湖岸にボート関連施設を造るため施工予定地の雑木や草木を

草刈機で刈る作業を行っていたところ、傾斜角約５０度、水面から
30309 713 10

10

～



18
の高さ１．３ｍの斜面で作業を行っていた被災者が湖面に墜落し、

溺死したもの。
29

10

18

～

20

被災者（元請職員）は海上にて海底地盤改良工事を行っている大型

作業船での作業を終え事務所に戻るため，大型作業船から交通船に

乗船し，海上を移動していた。移動中，被災者が船外に出たところ

船が横波を受け，その揺れにより被災者は海に落水した。落水に気

付いた同乗者たちが救助を試みたが，救助までに時間を要し，船に

引き上げた際には既に被災者の意識はなかった。その後，病院に搬

送されたが死亡した。

30111 713 10
1～

9

10

6

～

8

岸壁に船が接岸する際、係船柱に掛けるために用いる先端におもり

が付いたロープが船から岸壁に投げられたが、通常よりも海側の岸

壁上に落下したため、岸壁で被災者がロープを受け取ろうと海側に

移動したところ、海に転落した。船員に救助され、病院へ搬送され

たが死亡が確認された。

50202 713 10
1～

9

8

8

～

10

事業場は、トンネル等道路工事を行うものであり、現在仮桟橋の建

設を進捗中であるもの。災害発生当日、被災者は次の工程のための

測量を予定していた。被災者は河川に掛けられた鉄骨ブラケット

（高さ約１０ｍ）の上で測量作業の準備中に、何らかの原因で水面

に墜落し、溺死した。 被災者は墜落制止用器具（ハーネス及び胴ベ

ルト）は着装していたが、救命胴衣は着装していなかった。足場に

は親綱が設置されていた。

30102 713 10

30

～

49

6

8

～

10

洗堀防止用捨石を岸沿いに４０ｍ、深さ３．５ｍの川底から深さ

０．４ｍまで積む工事。被災者は、発注者へ報告用の写真撮影に備

え捨石の上と周辺の漂着ごみを一人で拾っていた。５～１０分後、

捨石下流の深い所（水深３．７ｍ）の水中で溺れている被災者が発

見された。発見までの間、他の者は各自の作業準備中で被災者を見

ておらず、溺れた状況は不明である。

30107 713 10
1～

9

湖沿いの道において、停電復旧工事の交通誘導員として入場してい



6

20

～

22

た被災者が、作業途中に行方不明となったもの。翌日に湖底で被災

者が発見されたもの。災害発生当日、暴風雨であり、停電復旧作業

の都合上明りを全て消されている状態であった。

150101 713 10

300

～

499

1

16

～

18

ゴルフ場内の貯水池内において、被災者を含む潜水士３名と陸上員

１名の計４名で貯水池内（水深４．５ｍ）のゴルフボールの回収作

業を行っていた。被災者は貯水池の底に沈んだゴルフボールを回収

しながら自分の位置を確認するため２回浮上し、その後も作業を続

け、３回目の浮上時に手をばたつかせてそのまま沈んでいったた

め、近くで作業をしていた別の潜水士が被災者を救助し、病院に救

急搬送されたが後日死亡した。

170209 713 10
1～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)
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